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▶ 本市の総面積の４割を占める森林
は，水資源のかん養，土砂災害の防
止や自然環境の保全，地球温暖化の
防止，保健休養の場の提供など市民
生活に欠かすことのできない多くの
機能を有しております。 

 
▶ このような森林の公益的機能につ
いて，県の評価額を参考に試算した
本市民有林約 19,600ha の価値は
455 億 7 千万円となり，市民一人
当たり約 55 万円の効用を与えてく
れていることになります。 

 
▶ この大切な森林を次の世代へつな
いでいくため，間伐等の適正な森林
整備や身近な広葉樹林の育成を行う
「里山再生事業」を引き続き推進す 
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 るとともに，木材需要の拡大を図る
ため，市民が市内に市内産木材を使
用した住宅等の建築を支援する「地
域材需要拡大支援事業」や公共施設
木造化・木質化指針に基づき，公共
建築物への市内産材の積極的な活用
に取り組んでまいります。 

 
▶ また，昨年１２月に市有林におい
て取得したＦＳＣ森林認証制度を活
用し，東京オリンピック・パラリン
ピックの開催に向けて整備される新
国立競技場の建築用材としての供給
を目指して取り組んでいるところで
すが，これを契機として，市内製材
所等のＣＯＣ認証の取得を進め，認
証材の産地化と製品化を推進してま
いります。 

 
▶ 先人が一本一本植林し，これまで
大切に育てられてきた森林の多く
が，いよいよ収穫の時期を迎えてい
ます。木を使うことが森林を守るこ
とにつながりますので，これからも
地域林業の活性化に向け，様々な施
策に積極的に取り組んでまいりま
す。 
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登米市長 

布施 孝尚 

も  り 

＜共同執筆・編集＞ 

宮城県登米地域事務所林業振興部 

登米市産業経済部産業政策課 

登米町森林組合 

東和町森林組合 

津山町森林組合 

「登米の森林
も り

から」 
森林・林業の好循環による地域の健全な森林

も り

づくりを目指して！ 
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先人が大切に育てた木を使い，森林を守る！ 
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◆温暖化防止森林更新推進事業 

環境に配慮した伐採地での植栽に補助。 

みやぎ環境税を活用 

定額（150 万円／ha 以内） 

森林経営計画が未作成である場合は，計画を策定する

よう努めること。 

事業規模 0.1ha 以上 

ha 当たり 2000 本（コンテナ苗は 1500 本）以上植

栽すること 

 

 
◆農山漁村地域整備交付金（花粉発生源対策） 

花粉症対策として，スギ人工林を伐採し，花粉対策苗

（コンテナ苗）の植栽を行うもの。 

国庫補助で実質７２％補助 

事業規模 0.1ha 以上 

伐採と造林に関する事前計画を県に提出する。 

 

 

※ 詳細は，森林組合または登米地域事務所林業振興部，

登米市産業政策課へお問い合わせください。 

その⑦ 伐ったら植えるをやってみた（保続
ほ ぞ く

性
せ い

の原則） 

＜保続性の原則＞ 

４つある森林施業の基本原則のうち，今回は「保続性の原則」です。小難しく言 
うといろいろあるのですが，ざっくり言えば広い意味で，「恵みを与えてくれる森林がそ 
こにあり続けること」，狭い意味では「木材を収穫し続けるようにすること」です。  

 
＜伐採・造林一体施業＞ 

 定期的な木材の収穫を上げるための方法は別の機会に譲るとして，今回は伐採 

造林一体施業に絞って述べてみます。 

皆伐したら植えないことには続きません。間伐を続けていっても，太くなりすぎると機 

械作業が難しくなります。木の重さに負けないように重機は大型化しますが，山に道を 

付けるので，大型機械を通すために道幅を拡げるにも限度があります。いつかは皆伐 

することになります。伐ったら植えるは，保続原則の第一歩です。皆伐するまでに，何 

度か収入間伐を行っていて，道が整備されている現場が理想です。理想どおりの所ば 

かりではありませんが，理想的な所ぐらいは再造林しましょう。不成績造林地や造林不 

適地は造林しない，という決断も必要です。後々苦労す 

ることになります。 

さて，一体施業はそもそも伐採後の造林や下刈りを含めて低コスト化・省力化して行き

ましょう，という考えが基になっています。地拵えは下刈りが危なくない程度にし，植える時

期を選ばないコンテナ苗は少々値が張るので誤伐防止の目印（色テープ等）を付けると良

いでしょう。 

シリーズ・ 森林づくりへの支援 

その⑥ 伐ったら植えるをやってみたい方へ 

既存の道があればこそ 

伐ったらすぐにコンテナ苗 

テープを巻いて誤伐防止 
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小濵さんは平成２０年６月に登米町

森林組合に採用され，現在８年目。仕

事には大分慣れてきたところです。 

お父さんが大工をしていた関係で，

登米町森林組合には小さい時から遊び

に行っており，なじみのある場所でし

た。参事に声をかけてもらったことが

きっかけとなり，森林組合で働き始め

ました。 

  

「木を伐ったり機械を扱うのは男
の人なら楽しいんじゃないですか
ね。思ったとおりに倒せたり機
械を動かせたりすると達成感が
ありますね」 

 普段は間伐の際の伐採や高性能林業

機械のフォワーダを使った伐採木の運

搬の作業を担うことが多いとのこと。  

森林組合に入って１年目の年に，緑

の雇用事業を活用して，チェーンソー

の資格や，刈払機の資格を取得しまし

た。 

 ２年目の年に，樹齢数百年の木を倒

す現場に訪れることがありました。手

を回しても届かないくらいの太い木を

先輩方が伐るのを見たことが強く印象

に残っているとのこと。 

森林組合では，植栽や下刈など，植

えたばかりの木を育てていくための作

業も行いますが，植え，育て，収穫

し，また植えて…という人工林の適切

なサイクルを回していくためには，時

には自分よりはるかに長く生きてきた

木を伐採する作業も行わなければなり

ません。重みのある仕事であることと

 

 

 

 

 

 

 

林業の現場から（第７回） 

登米町森林組合 作業班   

 小濵
お ば ま

 幸
ゆき

宏
ひろ

さん 

林業や森林組合への就業については，

最寄りの森林組合，または 宮城県林業

活性化基金（宮城県森林組合連合会内） 

電話 022-217-4307 までお問い合わせ

ください。 

同時に，安全な作業を心掛けなけれ

ばいけないと強く認識するようにな

ったとのこと。 

  
「先輩たちは分かんないこと
があったら何でも聞け，と言っ
てくれていたし，失敗した時もし
っかりフォローしてくれたので助
かりました。」 

 林業の事は全く知らない状態でゼ

ロからスタートし，最初は何が分か

らないのかさえわからない状態でし

たが，先輩方がしっかりフォローし

てくれ，技術を向上させてきまし

た。 

  

「新しく入ってきた人に対して
も，自分が教えられてきたように
教えられるようにしたいですね」 

 若手の作業員が森林組合に入って

きたときにしっかりと教えられるよ

うに，今後もさらに技術を磨いてい

きたいとのこと。 

 とても明るく気さくな小濵さん。

きっと後輩に慕われる先輩になると

思います。お忙しい中ご対応いただ

きありがとうございました。 
  

（インタビュアー） 

県登米地域事務所 技師 大内 環 

シリーズ・インタビュー     ヤ マ で 働 く ！ 
現在，植林や間伐など森林の造成や整備のため働く人々は県内でわずか 1,400 人ほどです。しかし，こうした方々の活躍が，本県の全

国有数の木材生産や多様な森林機能の発揮を支えているのです。このコーナーでは，そのような「普段はあまりお目にかかれないけれ

ど，実は私たちの豊かで安全・安心な生活を支えている」ヤマのプロフェッショナル達をシリーズで紹介しています。 

大きい UFO キャッチャーを扱うような感覚で操作している

とのこと。（実際の UFO キャッチャーも上手だそうです） 

取材に伺った日は伐採した木材を高性能林業機械で土場まで搬

出する作業を行っていました 

登米町出身，現在３０歳。一番の若手です。 

伐採現場から運んできた木材を土場に移しています 

－３－ 
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 登米町森林組合では「安全はすべてに優先する」を基

本理念として，ゼロ災害に取り組んで来ました。健康で

災害のない職場づくりの実現のためには，組合と従業員

が一丸となって取り組む事が必要であると考えていま

す。そこで当組合では， 
 
① 毎年「労働安全衛生管理計画」と「安全衛生月間計 

画」を定めて計画に基づいて実施する。 

② 年初に開催する「安全衛生大会」と３月末に実施す 

る「従業員全体会議」で，組合と従業員双方で安全衛 

生に対する認識を共有する。 

③ 毎月組合と従業員で共同で実施する「作業場安全パ 

トロール」で作業場（現場）の安全状況を確認して労 

働災害を未然に防ぐ。 

④ ２ヶ月に１度「安全衛生委員会」，毎月「班長主任 

会議」を開催して，作業場安全パトロールの状況を基 

に更なる安全の為の対策を協議する。 

－という４点の活動を中心に行っています。 

 しかし負傷事故の件数は昨年は３件，今年に入り１件

が発生しています。安全に対する意識を一層高めてまい

ります。 

ハ イ！  こ ち ら 森 林 組 合！ 

登米町森林組合 

東和町森林組合 

労働災害ゼロを目指し，役職員が参加する安全衛生委

員会の開催・安全パトロールを月次に実施し，労働災害

防止に努めております。 

近年死亡事故も報告されております蜂刺され対策とし

ては，施行前に蜂誘引器を設置，キイロスズメバチの女

王蜂を捕獲して施行地に巣を作らせないことや皮手袋・

蜂スプレー・エピペンを支給することで，作業中の手袋

着用・携行を義務づけていたことが，平成 28 年度は蜂

刺されによる災害が発生しなかった要因であり，一定の

成果を収めることができたものと感じております。 

また，温暖化の影響による異常な炎天下での下刈作業

中に発生する恐れがある熱中症対策として，平成 28 年

度はじめて作業員全員に空調服を支給しております。 

しかしながら，必ずヒューマンエラーはつきもので，

その防止策としての安全保護具の装着・着用は非常に有

効な手段であることから，引き続き計画的に有効な安全

健康と安全確認が作業の基本！ 

森林所有者の協同組合である森林組合は，森林（もり）づくりの主要な担い手として，地域の森林が適切に整備・管理されるよう努めてい 
ます。特に，収穫時期を迎えた木材資源を有効に活用しつつ山林の価値を高める「利用間伐」や「耐久性のある作業道開設」等を推進してお 

り，これらを効率的な作業システムにより低コストで行う「集約化施業」を，県や市と連携して全力で展開しているところです。 

このコーナーでは，登米市内の森林・林業地域において，森林整備のみならず様々な活動を行っている 3 つの森林組合の情報やお知らせを  

お届けします。森林・林業・みどりに関するお問い合わせは，是非森林組合へ！  

 
－４－ 

安全衛生大会にて全員で安全衛生宣言を行う 

従業員全体会議 

安全保護具 

「東和町森林組合 労働安全への取組」 

 しかし負傷事

故の件数は昨年

は３件，今年に

入り１件が発生

しています。安

全に対する意識

を一層高めてま

いります。 

という４点の活動を中心に行っています。 

 しかし負傷事故の件数は昨年は３件，今年に入り１件が

発生しています。安全に対する意識を一層高めてまいりま

す。 

また，炎天下での下刈作業中に発生する恐れがある熱

中症対策として，平成 28 年度にはじめて作業員全員に

空調服を支給しました。 

日ごろから安全作業を心がけていますが，ヒューマン

エラーはつきもので，その防止策として安全保護具の装

着は非常に有効な手段であることから，引き続き計画的

に装備していく予定です。 

さて，本組合の平成 26～28 年度３カ年の災害発生

件数は，各年 1 件の発生(４日以上の休業)状況となって

おり，災害ゼロを達成できていませんが，地道な取り組

みを継続することにより，重大災害を防止できものと確

信しております。 

近年死亡事故も報告されている

蜂刺され対策としては，作業前に

蜂誘引器を設置しキイロスズメバ

チの女王蜂を捕獲して施行地に巣

を作らせないようにするととも

に，皮手袋・蜂スプレー・エピペ

ンを支給し作業中の着用・携行を

義務づけています。その結果，平

成 28 年度は蜂刺され被害がな

く，一定の成果を収めることがで

きたと感じています。 

また，温暖化の影響による異常

な炎天下での下刈作業中に発生す

に装備していく予定です。 

本組合の平成 26～28 年

度３カ年の災害発生件数

は，各年 1 件.の発生(４日以

上の休業)状況となってお

り，災害ゼロを達成できて

いませんが，地道な取り組

みを継続することにより，

重大災害を防止できるもの

と確信しております。 

安全衛生委員会 

安全パトロール 
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津山町森林組合 

「無事故・無災害」の継続に向けて 

－５－ 

登米市 ＮＯＷ！ 

 

現在，高齢化・山村地域の過疎化に伴い年々林業労働

者は減少傾向にあり，通年雇用による労働力の確保を目

指し計画的に募集しておりますが，危険な作業というイ

メージがあり労働希望者がなかなか思うように集まらな

い現状があります。 

山林作業は急傾斜地で常に滑落・落下の危険が伴いま

す。近年，高性能林業機械が導入され，危険率の高い伐

採搬出での災害は減少傾向にあるとは思いますが，林業

には，まだまだ人力に頼らざる得ない部分（造林・保

育）が多くあります。そこで，「労働安全」は林業労働者

を守る為，一番重要な課題であると思います。 

当森林組合はＫＹを毎日，班長会

議を毎月，安全衛生委員会（全体）

を二ヶ月に一回，安全衛生大会を半

年に一回，現場安全パトロールを随

時抜き打ちで実施しております。 

安全用具の配備状況については，

フェイスガード付ヘルメット・防震

手袋・安全スパイク地下タビ（３

足）・スネ当て・空調服・自動注射

器エピペン（蜂アレルギー対策）の

他，最近はクマの目撃情報も多いこ

とから，「熊鈴」も支給しておりま

す。 

残念ながら平成 28 年度に労働災

害２件（休業 4 日以上）が発生しま

した。どんなに安全用具を装備して

も，事故は発生を完全に無くす事は

できませんが，それでも「無事故目

標 1000 日」の掲示板と「津山町森

林組合 作業員安全作業宣言書」を

事務所内に掲げ，作業員一人一人が

安全を意識し「無事故・無災害」を

１日でも長く継続出来るように取り

組んでいます。 

安全作業宣言書 

「無事故目標１０００日」掲示板 

山林作業は急傾斜地で常に滑

落・落下の危険が伴います。近

年，高性能林業機械が導入され，

危険率の高い伐採搬出での災害は

減少傾向にありますが，林業に

は，まだまだ人力に頼らざるを得

ない部分（造林・保育）が多くあ

ります。そこで，「労働安全」は

林業労働者を守る為，一番重要な

課題であると思います。 

他，最近はクマの目撃情報も多いことから「熊鈴」も支

給しております。 

残念ながら平成 28 年度に労働災害２件（休業 4 日以

上）が発生しました。どんなに安全用具を装備しても，

事故は発生を完全に無くす事はできませんが，それでも

「無事故目標 1000 日」の掲示板と「津山町森林組合 

作業員安全作業宣言書」を事務所内に掲げ，作業員一人

一人が安全を意識し「無事故・無災害」を１日でも長く

継続出来るように取り組んでいます。 

登米市森林認証取得支援事業について 
～森林認証材の活用に向けて～ 

登米市では，平成 28年 12月 13日付けで市有林 2,716.59haのＦＳＣ森林認証ＦＭ認証を取得しました。 

森林認証は，ＦＭ認証を取得した森林とＣＯＣ認証を取得した木材加工流通業者との連携による製品流通が必要であ

り，市内製材・加工業者等がＣＯＣ認証を取得する事によってはじめて，認証材 

としての出荷が可能となります。 

このため登米市では，ＣＯＣ認証の取得等を行う市内の製材・加工業者等に 

対し，認証経費の１/２を補助する「登米市森林認証取得支援事業」を創設しま 

した。 

１ 事業の目的 

持続的な森林整備に向けて森林認証制度の普及を図るとともに，森林認証 

材の供給体制を構築し，森林認証材及び森林認証製品の販路拡大による市 

内産木材の需要拡大を図ることを目的としています。 

２ 補助対象事業等 

市内に事業所を有する製材業者，加工業者及び木材販売流通業者が行う， 

ＦＳＣ森林認証ＣＯＣ認証の新規取得事業及び継続事業 

３ 補助対象経費及び補助金額 

補助対象経費 … 認証機関に支払う審査に要する経費 

補助金額 … 補助対象経費の１/２以内 
製材品（津山杉フェア） 

製材所 
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「平成２８年度木の香るおもてなし普及促進事業」を活用し，

登米市登米町で建築していた木造施設が完成しました。 

株式会社ＧＡＴＩ
ガ テ ィ

が建築したディサービス施設で，名称は「デ

ィサービス・わかば」。平成２９年４月にオープン予定です。 

同社では，利用者を温かい木づかいによる「おもてなし」で迎

え，木の空間で安心して活動してもらいたいとの願いから，施設を

木造としました。 

木造平屋建で床面積は２４８㎡，木材使用総材積８８㎥

のうち４８㎥に県産材を使用しています。また，腰壁や建具などの

内装材にも木材を使用しており，木材使用総材積１４㎥のうち

１１㎥が県産材です。 

使用した県産材の大部分は，登米市産のスギで登米町森林

組合が製材加工し，施工の大半を地元「登米」の建設業者が行

うなど，地域と密着して建築されました。 

 米川小学校の全児童や南三陸町の被災者の方をはじめ，一般

参加者等約２００名が参加し，ヤマザクラ苗６００本の植樹の

ほか，ドングリやコナラやクヌギの種まきを行いました。当日は天気に

恵まれ，植樹活動は予定よりも早い時間で終了しました。 

 その後，米川小学校体育館に移動し，シンガーソングライターの

熊谷育美さんによるグリーンコンサートを楽しんだり，木工体験で木

製ギフトボックスを作製したりと，参加者は全員満足した様子でし

た。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県が発注し，東和町米川字力畑地内で行っていた「力畑

地区予防治山工事」が平成２９年１月に完成しました。 

当該箇所は，平成２４年５月に発生した豪雨により山の

斜面が崩落し，近くの住宅・農地・県道などへの土砂流出

が危惧され，早期の対策が望まれていたものです。 

平成２６年度に工事に着手し，崩落した斜面を整形し安

定させる山腹基礎工や，早期に森林に回復させる山腹緑化

工などを行いました。 

完成直後のため緑が目立ちませんが，時間の経過ととも

に草木が生えてきて，いずれ森林に戻ることでしょう。 

－６－ 

トピックス 

施工前（災害発生時） 

予防治山工事が完成しました 

木の香るディサービス施設 

施工後（工事完成） 

工種 種別 事業量

 法切工  V = 862㎥

 コンクリート土留工
 L = 30ｍ
 H = 2.5ｍ

 柵　工  L = 143ｍ

 筋　工  L = 576ｍ

 伏　工  A = 2,488㎡

 植栽工  N = 267本

主な工事内容

山腹緑化工

山腹基礎工

「ディサービス・わかば」  

施設内部 内装 
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生産者名 住    所 解除年月 ロット数

 登米町森林組合  登米市登米町  H26.8(1)，H27.2(1)，H28.6(1)，H28.12（1) 4

 千葉 公明  登米市東和町  H26.8(1)，H27.2(1)，H27.6(1)，H28.6(1) 4

 芳賀　  裕  登米市東和町  H27.2(1)，H28.6(4)，H28.11(2) 7

 はんとく苑  登米市米山町  H27.2(1) 1

 熊谷 茂雄  登米市東和町  H28.4(1) 1

　※ 解除年月の（ )はロット数

原木しいたけ（露地栽培）出荷制限解除一覧 （H29.3.1現在）

生産者名 住所 解除年月

H26.8 1

H27.2 1

H28.6 1

H28.12 1

H26.8 1

H27.2 1

H27.6 1

H28.6 1

H27.2 1

H28.6 4

H28.11 2

はんとく苑 登米市米山町 H27.2 1 1

熊谷茂雄 登米市東和町 H28.4 1 1

ロット数

4

4

7

出荷制限解除一覧

登米町森林組合 登米市登米町

千葉公明 登米市東和町

芳賀　裕 登米市東和町

 

原木しいたけの産地再生に頑張っています！ 

「はくちょう」は，伊豆沼をはじめ，登米市内各地に飛来し，冬の使者として，また，家族や仲間の絆

を大切にする鳥としても知られており，登米市の自然・環境保護の象徴として，「はくちょう」を市の鳥と

したものです。                              （登米市ホームページより） 

 
－７－ 

オオハクチョウ 

今回は登米市の鳥に制定されているハクチョウの見分け方を紹介します。 

登米市に渡ってくる主なハクチョウの仲間は「オオハクチョウ」と「コハクチョウ」の２種類ですが，すぐに見分け

られるでしょうか？ 名前の通り大きいのがオオハクチョウで小さいのがコハクチョウですが，並べて比べないと大き

さで見分けるのは難しいかもしれません。識別方法はいくつかありますが，嘴による方法が最も判りやすいでしょう。 
 

●黄色部の面積が大きく，嘴先に向かって尖っているのがオオハクチョウ 

●黄色部の面積が少なく，嘴先に向かって丸みを帯びているのがコハクチョウ 
 

 今冬には希少種で嘴の黄色部がほとんどないアメリカコハクチョウも渡って来ました。 

なお，どの種類も幼鳥の嘴はピンク色で，羽色は灰色がかっています。 

  

震災後，放射性物質による影響で出荷制限がかけられてい

た登米市産の露地栽培原木しいたけですが，平成２６年に県

内初の出荷制限解除となり，その後も生産者の皆さんの頑張

りはもちろん関係者の協力により，解除が進んでいます。 

平成２８年度には新たに１名が解除になり生産を再開した

ほか，既に生産再開している生産者についても計９ロットが

解除になり，平成２９年３月現在で５名（１７ロット）が生

産を再開しています。 

原木しいたけの産地再生に向け，「安全で美味しい原木しい

たけを消費者に届けたい」という思いで生産者一丸となって

頑張っていますので，登米市産の原木しいたけを是非ご賞味

ください！ 

ふるさとの自然案内 

登米市の多様な自然環境を象徴する，国立公園・県自然環境保全地域・登米市 
自然環境保全地域・・・。身近にある素晴らしい自然について，職員が実際に足 
を運び，その感想を交えて紹介していきます。 

登米市の鳥 「はくちょう」 

コハクチョウ アメリカコハクチョウ アメリカコハクチョウ 

「みやぎ原木しいたけ生産再開感
謝の集い」 

  日時：H29.1.31 

  場所：ホテルレオパレス仙台 
   主催：宮城県特用林産振興会 
       県林業振興課 

 県内の原木しいたけ生産者が，
生産再開に支援いただいた方々に
感謝の気持ちを込めて，これまで
の取組や現状の報告，消費者等
との交流を行いました。 

生産者名 住    所 解除年月 ロット数

 登米町森林組合  登米市登米町  H26.8(1)，H27.2(1)，H28.6(1)，H28.12（1) 4

 千葉 公明  登米市東和町  H26.8(1)，H27.2(1)，H27.6(1)，H28.6(1) 4

 芳賀　  裕  登米市東和町  H27.2(1)，H28.6(4)，H28.11(2) 7

 はんとく苑  登米市米山町  H27.2(1) 1

 熊谷 茂雄  登米市東和町  H28.4(1) 1

　※ 解除年月の（ )はロット数

原木しいたけ（露地栽培）出荷制限解除一覧 （H29.3.1現在）
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 本誌第４号に掲載した東和木材センターの続報。震災復興への貢献

を紹介します。このセンターには登米市だけでなく気仙沼市や岩手県

からも原木丸太が集まり，供給先は石巻市や大崎市にまで及ぶ広域の

集出荷が特徴です。 

 

登米市の隣にある気仙沼市では，2000 戸あまりの災害公営住宅

の建設が進められていますが，そのうち約 800 戸の木造住宅には地

元産のスギが使われました。センターでは，平成 27 年 11 月から翌

年 8 月まで，原木丸太の一時保管と太さ別の選別管理を行ってきま

した，これは，気仙沼市で伐った丸太の置き場所が市内だけでは足り

なかったことから，センターがその対応に協力したものです。 

 

この間に受け入れた丸太の量はおよそ 1200 ㎥ で，センターの

年間取扱量の 1 割強に及び，住宅の柱材にすると約 60 戸分に相当

します。センターを運営している東和町森林組合は，丸太の入荷時期

と置場スペースとの兼ね合いや共販事業との調整を図りながら無事に

任務を終え，被災者の住まいの確保に協力できました。 

 

このほか，南三陸町の応急仮設住宅や登米市内の木造災害公営住宅

の建設にも登米市の林業が寄与するなど，東日本大震災からの復興に

多方面で貢献しています。 

 

 

－８－ 

   

登米の森林
も り

から 第７号  2017 年３月 

宮城県東部地方振興事務所 登米地域事務所 林業振興部 
〒987-0511登米市迫町字西佐沼150-5 
 

このパンフレットの印刷に伴い排出された温室効

果ガスは，登米市及び米川生産森林組合等が森

林整備により創出した J-VER クレジットによりカ

ーボン・オフセットされています。 

コラム：目で見る登米の森林・林業 

「本当にスゴイ!? 登米の森林・林業」 
  

  編集後記 

□ 平成２９年度は宮城県の震災
復興計画再生期の最終年度。こ
こ数年は住宅復興に伴い木材需
要が増加しましたが，災害公営
住宅の建築や自力再建が一段落
し，今後は減少していくものと
見込まれます。復興に代わる新
たな木材需要をいかに創出する
か？ 知恵の出しどころです。 

□ 今回の「ハイ！こちら森林組
合」のテーマは『労働安全』。 

 最近は食の安全が話題になるこ
とが多いですが，何事において
も安全は最優先すべき事項で
す。安全対策にやり過ぎという
ことはありません。関係者一丸
となってゼロ災を目指して頑張
りましょう！ 

□ 今号の発行には「宮城北部流
域森林・林業活性化センター登
米支部」に協力いただきまし
た。同センターは川上から川下
まで連携した取組を推進してい
ます。本誌でも川上から川下ま
での様々な情報を毎号お届けし
たいと思っています。 

震災直後に建てられた南三陸町

の木造応急仮設住宅。 

 既に撤去されたが，木材は再利

用された。 

登米市に建てられた木造の災害

公営住宅。 

 沿岸部から登米市に移住された

被災者も多い。 

広域的な流通機能を担う東和

木材センター 


